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「
奄
美
・
琉
球
」
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
、
奄
美
地
域

の
自
然
資
源
の
保
全
等
を
目
的
と
し
た
国
立
公
園
指
定
へ
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
奄
美
群
島
は
現
在
、
自
然
公
園
地
域
が

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
立
公
園
に
な
る
と
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
？
今
回
は
、
国
立
公
園
に
対
す
る
素
朴
な

疑
問
に
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
答
え
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
歩
み
　
第
16
回

国
立
公
園
Ｑ
＆
Ａ

※
ご
不
明
な
点
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）　

担
当
：
遠
藤

国
立
公
園
と
は

何
で
す
か
？

国
立
公
園
と
は
、
国
が
定
め
る
自
然
公
園

法
と
い
う
法
律
に
基
づ
い
て
指
定
さ
れ
る
「
自

然
公
園
」
の
一
種
で
す
。
自
然
公
園
は
、
地

域
の
自
然
そ
の
も
の
や
自
然
風
景
を
保
護
し
、

教
育
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
活
か
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
自
然
を
主
体
に
す
る
公
園
で
す
。

■
自
然
公
園
に
は
、
国
立
公
園
と
国
定
公

園
、
都
道
府
県
立
自
然
公
園
の
３
種
類

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
国
立
公

園
は
日
本
を
代
表
す
る
優
れ
た
自
然
地

域
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
す
。

■
自
然
そ
の
も
の
や
自
然
風
景
を
保
護
す

る
こ
と
が
目
的
の
た
め
、
自
然
を
保
護

す
る
「
保
護
地
域
」
の
一
種
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
徳
之
島
町
内
で
は
、
国
立
公
園
に
準
ず

国
立
公
園
は
、
自
然
や
自
然
風
景
の

保
護
が
目
的
で
あ
り
、
一
定
の
行
為
に

規
制
が
か
か
り
、
許
可
又
は
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
国
立
公
園

域
で
は
何
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
基
本
的
な
規
制
内
容
は
国
定

公
園
と
同
じ
で
す
。

■
国
立
公
園
の
区
域
は
、
保
護
の
重
要
性

に
応
じ
て
陸
域
で
は
特
別
保
護
地
区
、

第
１
～
第
３
種
特
別
地
域
、
普
通
地
域

の
５
種
類
、
海
域
で
は
海
域
公
園
地
区
、

普
通
地
域
の
２
種
類
の
区
域
が
あ
り
ま

す
。
規
制
の
強
弱
も
こ
の
区
分
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
最
も
重
要
な
地
域
区
分

で
あ
る
特
別
保
護
地
区
と
第
１
種
特
別

地
域
は
厳
正
に
保
護
す
る
必
要
が
あ
る

地
域
の
た
め
、
厳
し
い
規
制
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
第
２
種
特
別
地
域
と
第
３
種
特
別
地
域

で
は
、
建
物
の
建
築
や
車
道
の
設
置
、

土
地
の
開
墾
、
木
の
伐
採
な
ど
の
開
発

行
為
は
、
事
前
の
許
可
手
続
き
に
よ
り

国
立
公
園
に
な
る

と
、
国
定
公
園
以
上
に

様
々
な
制
限
が
か
か
る

の
で
す
か
？

る
優
れ
た
自
然
地
域
と
し
て
、
国
定
公

園
の
特
別
保
護
区
に
井
之
川
岳
、
第
３

種
特
別
地
域
に
亀
徳
～
神
之
嶺
、
花
徳

～
畦
、
山
～
手
々
の
海
岸
沿
い
の
地
域

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
国
立
公
園
に
な
っ
た
場
合
、
現
在
の
国

定
公
園
の
地
域
が
そ
の
ま
ま
国
立
公
園

地
域
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
立
公
園
域
の
選
定
作
業
は
、
環
境
省

に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

作
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
農
作
業
、
土
地
へ
の
出
入
り
、

既
存
の
道
路
や
建
物
の
利
用
な
ど
は
、

原
則
と
し
て
こ
れ
ま
で
通
り
利
用
で
き

ま
す
。

■
林
業
は
、
伐
採
を
行
う
際
に
手
続
き
が

必
要
で
す
が
、
植
林
、
下
刈
り
、
間
伐

な
ど
の
場
合
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

■
公
園
内
に
既
に
農
地
が
あ
る
場
合
、
収

穫
や
耕
う
ん
、
植
え
付
け
、
果
樹
の
手

入
れ
な
ど
の
農
作
業
は
、
通
常
通
り
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の

生
活
水
準
維
持
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め

規
制
の
適
用
除
外
と
な
る
行
為
も
あ
り

ま
す
。
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町
内
の
南
原
集
落
を
過
ぎ
、
伊
仙
町
と

の
境
を
流
れ
る
本
川
の
北
側
台
地
に
あ
る

の
が
本
川
貝
塚
で
す
。
同
貝
塚
は
、
昭
和

６
年
２
月
、
伊
仙
町
面
縄
出
身
の
広
瀬
祐

良
氏
が
発
見
し
、
同
年
７
月
に
当
時
は
早

稲
田
大
学
の
学
生
だ
っ
た
小
原
一
夫
氏
が

発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
約
30
坪
の
調
査

面
積
か
ら
、
無
文
の
土
器
２
点
（
弥
生
時

代
相
当
期
）
が
完
成
し
た
形
で
出
土
し
ま

し
た
。
出
土
品
は
、
土
器
、
貝

器
、
石
器
、
骨
器
、
骨
類
に
及
び
、

東
方
一
帯
の
急
斜
面
に
遺
物
（
貝

類
）
包
含
層
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
土
器
の
一
部
に
は
、
当

時
ア
イ
ヌ
式
と
表
現
し
て
い
た

曲
線
的
な
模
様
が
あ
っ
た
事
が

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
川
貝
塚
の
説
明
看
板
が
設

置
さ
れ
て
い
る
場
所
の
海
側
に

は
、
フ
ン
ゴ
ウ
イ
ノ
と
通
称
さ

れ
る
天
然
の
湖コ

礁シ
ョ
ウが
あ
り
、
汐

の
干
満
を
利
用
し
て
狭
い
入
口

を
ふ
さ
ぎ
、
大
型
の
イ
ル
カ
な

ど
を
小
舟
で
追
い
つ
め
て
鈷モ
リ

で

突
く
、
勇
壮
な
漁
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
伝
承
と
し
て
残
り

ま
す
。

本
川
貝
塚
の
出
土
品
は
、
島
外
に
持
ち

出
さ
れ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
実
物
を
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
近
年
の
町
担
当

者
ら
に
よ
る
現
地
調
査
で
は
、
新
た
な
出

土
品
や
急
斜
面
の
遺
物
包
含
層
の
確
認
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

町
内
史
跡
巡
り　

第
15
回
＝
南
原
集
落
＝

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

町
郷
土
資
料
館☎

８２
―
２
９
０
８本川貝塚発見場所近くに設置されている案内板

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ

る
こ
と
で
期
待
さ
れ
る
効

果
は
あ
り
ま
す
か
？

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
自
然
環
境
保
全
の
重
要
な
区
域
が

明
確
に
な
り
、
地
域
の
保
護
と
開
発
、

利
用
の
バ
ラ
ン
ス
が
図
ら
れ
ま
す
。

■
重
要
な
地
域
が
国
立
公
園
の
規
制
に

よ
っ
て
保
全
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
施

設
整
備
や
利
用
の
仕
組
み
作
り
、
保
全
活

動
な
ど
に
よ
る
適
正
利
用
に
必
要
な
取
り

組
み
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

■
日
本
を
代
表
す
る
自
然
公
園
と
し
て
、

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
に
も
紹
介
さ
れ
、

知
名
度
の
向
上
に
加
え
、
地
域
の
ブ
ラ
ン

ド
力
が
高
ま
り
、
観
光
振
興
に
寄
与
す
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

国
立
公
園
の
候
補
地
に
つ
い
て

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
は
じ
め
と
す
る
希
少
動
植
物
が
多
数
生
息
す
る
井
之
川
岳
な

ど
山
岳
部
に
加
え
、
サ
ン
ゴ
礁
が
広
が
り
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
に
訪
れ
る
海
岸
域
も
国
立
公

園
の
候
補
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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News of the town ●● ●

トライアスロン
   IN 徳之島

「
第
28
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
in
徳
之
島

大
会
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
は
７
月

５
日
、
島
内
を
一
周
す
る
コ
ー
ス
で
開
催

さ
れ
、
総
合
部
門
は
４
１
５
名
、
リ
レ
ー

部
門
に
91
組
で
２
５
５
名
が
出
場
し
、
体

力
の
限
界
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

総
合
部
門
は
沖
縄
県
の
池
隆
礼
選
手
、

女
子
の
部
門
も
沖
縄
県
の
柴
田
彩
香
選
手

が
優
勝
し
、
共
に
２
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

町
内
の
手
々
、
山
、
神
嶺
、
亀
津
の
各

エ
イ
ド
で
は
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

給
水
な
ど
で
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
。
沿
道
に

も
多
数
の
住
民
が
繰
り
出
し
、
太
鼓
を
叩

き
な
が
ら
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。大

会
結
果
は
、
下
記
の
通
り
で
す
。

[

総
合
成
績]

①
池　

隆
礼
（
沖
縄
県
）
３
時
間
52
分
14
秒

②
石
橋　

健
志
（
大
阪
府
）
４
時
間
10
分
８
秒

③
篠
崎　

友
（
神
奈
川
県
）
４
時
間
16
分
26
秒

[

女
子
の
部]

①
柴
田　

彩
香
（
沖
縄
県
）
４
時
間
32
分
３
秒

②
松
本　

華
奈
（
島
根
県
）
４
時
間
53
分
24
秒

③
豊
田　

京
子
（
沖
縄
県
）
４
時
間
57
分
40
秒

[

リ
レ
ー
の
部]

①
突
撃
与
論
献
奉
隊
Ｂ　

４
時
間
38
分
８
秒

②
カ
ッ
キ
ー
ズ
Ｂ　

４
時
間
43
分
16
秒

③
Ｈ
２
Ｙ　

４
時
間
44
分
37
秒
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●● ● Town news

徳
之
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
６
月
10

日
、
平
成
27
年
度
徳
之
島
町
赤
十
字
奉
仕

団
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の

地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
員
ら
１
１
０

名
が
参
加
し
、
災
害
時
な
ど
の
炊
き
出
し

訓
練
や
救
命
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し

た
。日

本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
事
業
推

進
課
の
中
野
武
信
係
長
は
、
伊
仙
の
竜
巻

や
口
之
永
良
部
島
で
の
噴
火
な
ど
の
災
害

時
で
の
奉
仕
団
の
炊
き
出
し
に
つ
い
て
説

明
し
た
上
で
、「
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
時
、
炊
き
出
し
や
人
命
救
助
な

ど
多
く
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。

研
修
で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

町赤十字奉仕団研修会
緊急事態に備えて

町
立
図
書
館
ロ
ビ
ー
で
６
月
18
日
、
多

読
者
表
彰
及
び
お
は
な
し
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
の
多
読
者
賞
は
、
小
学
校
の
部
で

は
亀
津
小
学
校
５
年
生
今
吉
こ
こ
ろ
さ

ん
、
中
学
校
の
部
は
山
中
学
校
２
年
生
植

木
愛
莉
さ
ん
、
町
外
の
部
で
は
伊
仙
中
学

校
３
年
生
米
田
志
穂
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し

た
。今

年
は
、
移
動
図
書
館
の
部
や
家
族
の

部
で
の
表
彰
も
増
設
し
、
10
名
の
図
書
館

利
用
者
が
賞
を
手
に
し
ま
し
た
。

受
賞
者
に
は
、
表
彰
状
と
奄
美
大
島
小

売
酒
販
組
合
か
ら
図
書
カ
ー
ド
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

「
第
65
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

出
発
式
が
７
月
１
日
、
役
場
町
長
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の

な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

毎
年
７
月
は
強
化
月
間
。
運
動
員
は
、

町
内
各
小
中
学
校
へ
の
訪
問
、
町
内
各
所

で
の
あ
い
さ
つ
運
動
で
啓
発
運
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

町立図書館多読者表彰
たくさんの本を読もう

社会を明るくする運動
立ち直りを支える

「
小
さ
な
親
切
実
行
章
」
の
伝
達
式
が
６

月
29
日
、
役
場
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
さ
な
親
切
運
動
は
、「
で
き
る
親
切
は

み
ん
な
で
し
よ
う
。
そ
れ
が
社
会
の
習
慣

と
な
る
よ
う
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

親
切
な
行
為
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
と
と
も
に
、
思
い
や
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
宮
原
理
容
所
、(

有)

た
つ

み
商
事
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
徳
之
島
店
の
３
団

体
、
個
人
12
名
が
実
行
章
を
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。 小さな親切実行章伝達式

思いやりのネットワーク
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花徳地区では、新村、前川と上花徳の班に分か
れて実施。集落内約 5 ～ 6km をにぎやかに巡り、
地元住民らが一体となって盛り上がりました。

山集落では、先頭の青年団の力強い足取りに、可愛ら
しい子どもみこしや花車が続きました。

６
月
の
各
日
曜
日
、
町
内
各
地
で
豊
年
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
集
落
総
出
の
み
こ
し
行
列
で
集
落
内

を
練
り
歩
き
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

豊年祭り

6 / 1 4

前川 ・新村・上花徳

6 / 7　山集落
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轟
木
集
落
で
は
、
花
徳
青

年
団
と
の
協
力
で
に
ぎ
や
か

な
青
年
み
こ
し
を
先
頭
に
、

実
り
多
い
年
に
な
る
こ
と
を

祈
願
し
ま
し
た
。

手々では、集落内を子どもみこしが
練り歩き、元気な子どもたちの掛け声
で五穀豊穣を祈願しました。

徳
之
島
町
山
集
落
の
港
川
地
区
（
68
戸
・

１
５
０
名
）
で
６
月
28
日
、
伝
統
漁
法
の

追
い
込
み
漁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
区
内

外
か
ら
約
50
名
が
参
加
。
昔
な
が
ら
の
漁

法
で
捕
れ
た
新
鮮
な
海
の
幸
を
味
わ
い
、

親
睦
会
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

同
地
区
の
追
い
込
み
漁
は
、
住
民
有
志

で
約
40
年
ほ
ど
前
か
ら
取
り
組
み
始
め
、

毎
年
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

午
前
６
時
に
山
公
民
館
へ
集
合
。
約
25
人

が
２
班
に
分
か
れ
、
漁
場
へ
向
か
い
ま
し

た
。
山
漁
港
沖
合
の
リ
ー
フ
を
移
動
し
な

が
ら
ポ
イ
ン
ト
を
決
め
、
リ
ー
フ
先
に
仕

掛
け
た
網
に
魚
を
追
い
込
ん
で
行
き
ま
し

た
。
７
～
８
回
繰
り
し
、
チ
ヌ
や
ブ
ダ
イ
、

ア
オ
ダ
イ
な
ど
様
々
な
魚
で
テ
ィ
ル
（
か

ご
）
が
満
杯
に
な
り
ま
し
た
。

山・港川地区追い込み漁
海の恵み味わう

6 / 2 1　手々集落

6 / 2 8　轟木集落
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徳之島町住民生活課からごみの分別方法の変更についてお知らせとお願いです。
平成 22 年から「油化プラ」ごみの分別をお願いしてきましたが、機械故障他の

理由により、分別の必要がなくなりました。今後は「油化プラ」ごみは「燃やせる
ごみ」としてお出しくださいますようお願いいたします。

なお、「発泡スチロール」類は引き続き分別をお願いいたします。

また、「ごみ処理シール」の使用方法を間違われている方がまだ見受けられます。
「ごみ処理シール」は、段ボールや新聞紙といった紙類を出す際に使用するための

ものです。可燃ごみや資源ごみには使用しないようお願いします。
※よく街中でみられる透明のごみ袋は、事業系のごみです。ごみ収集業者と事業者

で契約を交わした上で回収しています。お間違えのないようにお願いします。
標記の件についてご質問がございましたら、お問い合わせは住民生活課生活環境

係☎ 82―1111（内線 122）へお願いします。

8/15
～

9/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
８
月
15
日　

18
時
～

手
々
「
ム
チ
タ
ボ
リ
」

■
８
月
16
日　

10
時
～

ネ
ン
ケ

（
亀
徳
里
村
商
店
付
近
）

■
８
月
16
日　

18
時
～

ち
ゅ
っ
き
ゃ
い
節
祭
り

（
母
間
新
港
多
目
的
広
場
）

■
８
月
22
日

井
之
川
「
浜
下
り
・
夏
目
踊
り
」

■
８
月
23
日　

ハ
ー
レ
ー
舟
大
会

（
山
漁
港
）

■
８
月
28
日　
　

13
時
30
分
～

徳
之
島
民
謡
大
会

（
町
文
化
会
館
）

■
８
月
30
日

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

（
花
徳
浜
）

■
９
月
１
日

幼
・
小
・
中
学
校
始
業
式

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関

係
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

ごみ

油
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
燃
え
る
ご
み
へ

ご
み
の
出
し
方
の
変
更
に
つ
い
て

引き続き資源
ごみへ分別し
てください

燃えるごみと
してお出しく
ださい

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
専
門
電
話
回
線
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
相

談
に
は
、
法
務
局
職
員
又
は
人
権

擁
護
委
員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

①
設
置
場
所

鹿
児
島
地
方
法
務
局

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
絡
会

②
受
付
時
間
等

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

③
電
話
番
号

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

（
Ⅰ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き

ま
せ
ん
）

鹿
児
島
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
―
２
５
９
―
０
６
８
４

問
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

町
住
民
生
活
課　

生
活
環
境
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
）

問
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年金

｢

年
金
情
報
流
出｣

を
口
実
に
し
た
犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

年
⾦
情
報
流
出
に
際
す
る
注
意
に
つ
い
て

日
本
年
⾦
機
構
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
事
案
で

は
、
皆
さ
ま
の
年
⾦
情
報
が
流
出
し
、
ご
迷
惑
、

ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
、
皆
さ
ま
の
年
⾦
を
守
る
こ

と
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

｢

年
金
情
報
流
出｣
を
口
実
に
し

た
犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

日
本
年
⾦
機
構
を
名
乗
っ
て
口
座
番
号
を
聞
き

出
そ
う
と
す
る
者
や
、「
流
出
し
た
個
人
情
報
を
削

除
し
て
あ
げ
る
」
と
持
ち
か
け
て
く
る
者
が
現
れ

て
い
ま
す
。

●
日
本
年
⾦
機
構
か
ら
、
こ
の
件
で
お
客
さ
ま

に
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
こ
と
は
、
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
流
出
が
確
認
さ
れ
た
方

へ
の
新
し
い
基
礎
年
⾦
番
号
は
、
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
日
本
年
⾦
機
構
が
、
こ
の
件
で
お
客
さ
ま
に

お
⾦
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
す
る
こ
と

は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
本
年
⾦
機
構
が
、
こ
の
件
で
お
客
さ
ま
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。

町
住
民
生
活
課　

年
⾦
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
）

問

！

★
ご
自
分
の
情
報
が
流
出
し
て
い
る
の
で
は
？
な
ど
、
ご
心
配
の
方
は
、
下
記
専
用
電
話
窓
口
ま
た

は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
専
用
電
話
窓
口
（
通
話
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

☎
０
１
２
０
―
８
１
８
２
１
１　
　

受
付
時
間
８
時
30
分
～
21
時
（
平
日
及
び
土
日
）
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鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
で

は
、
平
成
28
年
度
入
学
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ

の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
・
願
書
等
を
ご
希
望

の
方
は
、
農
業
大
学
校
教
務
指
導

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

募
集
概
要

◇
養
成
部
門
◇

農
学
部　

野
菜
科
35
名
／
花
き
科

10
名
／
茶
業
科
15
名

／
果
樹
科
10
名

畜
産
学
部　

肉
用
牛
科
25
名
／
酪

農
科
10
名
／
養
豚
科

10
名

◇
研
究
部
門
◇

農
学
部　

農
業
研
究
科
10
名

畜
産
学
部　

畜
産
研
究
科
10
名

鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校

教
修
部
教
務
指
導
課

☎
０
９
９
―
２
４
５
―
１
０
７
１

〒
８
９
９
―
３
３
１
１

日
置
市
吹
上
町
和
田
１
８
０
０

問
県
立
農
業
大
学
校

学
生
募
集

県
で
は
、
８
月
を
「
人
権
同
和

問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
、

こ
の
期
間
中
に
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

に
よ
る
啓
発
放
送
や
新
聞
広
告
、

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
 in 

姶
良
の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
啓
発
活
動
を
集
中
的
に
実
施

し
ま
す
。

 

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和

問
題
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢

者
へ
の
虐
待
な
ど
の
人
権
問
題
が

依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
県
民
一
人
一
人
が
お
互
い
の

人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や
差
別
の

な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
意
識

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。こ

の
機
会
に
、
身
近
な
こ
と
か

ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
２
５
７
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
―
２
８
６
―
５
５
４
３

問
８
月
は
人
権
同
和

問
題
啓
発
強
調
月
間

風
水
害
・
震
災
・
火
災
な
ど
の

災
害
に
よ
っ
て
住
宅
な
ど
の
財
産

に
損
害
を
受
け
た
場
合
は
、
損
害

の
程
度
に
応
じ
て
県
税
（
個
人
事

業
税
、
自
動
車
税
、
不
動
産
取
得

税
、
産
業
廃
棄
物
税
、
個
人
県
民

税
）
の
減
免
や
納
入
期
限
の
延
長

な
ど
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
に

は
、
損
害
⾦
額
が
事
業
用
資
産
の

価
額
の
２
分
の
１
以
上
で
あ
る
な

ど
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
地
域
振
興

局
な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。鹿

児
島
地
域
振
興
局
課
税
課

☎
０
９
９
―
８
０
５
―
７
２
２
１

☎
０
９
９
―
８
０
５
―
７
２
２
４

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課　

☎
０
９
９
―
２
６
１
―
５
６
１
１

大
島
支
庁
県
税
課

☎
０
９
９
７
―
５
７
―
７
２
２
９

問 自
然
災
害
に
よ
る
税
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

リ
ト
ル
チ
ェ
リ
ー
ズ

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

第
65
回
南
日
本
文
化
賞

受
賞
し
た
子
ど
も
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
「
リ
ト
ル
チ
ェ

リ
ー
ズ
」
が
来
島
し
ま
す
。

徳
之
島
に
も
な
じ
み
深

い
「
リ
ト
ル
チ
ェ
リ
ー
ズ
」

の
演
奏
を
聴
き
に
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
９
日14

時
～

■
場
所　

町
文
化
会
館

■
入
場
料　

大
人
１
千
円

高
校
生
以
下
無
料

☎
０
９
９
―
２
４
３
―
５
０
９
６

☎
０
９
０
―
１
３
４
２
―
６
２
０
３

８
月
８
日
の
ど
ん
ど

ん
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
に

も
参
加
し
ま
す
！
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ゴケグモを発見した場合
●ゴケグモを見つけても、素手で捕まえたり、さわらないように気をつけてください。
●駆除するには家庭用殺虫剤（ピレスロイド系）を用いるほか、熱湯をかける、靴で踏みつ

ぶす等の物理的な方法でも構いません。
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世界自然遺産登録への歩み
トライアスロン写真特集
町の話題
豊年祭写真特集
町からのお知らせ
議会だより
町からのお知らせ
セアカゴケグモ等注意喚起
健康トピックス
学校紹介（山中学校）／題
字紹介／目次
戸籍の窓／医療福祉講演会
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05
06
08
09
19
21
22
23
24

index

表紙写真

「第 28 回トライアスロン in 徳之
島大会」（同実行委員会主催）は７
月５日、島内を一周するコースで
開催されました。
各エイドでは、大勢のボランティ
アが給水などで選手をサポートし、
沿道に繰り出したたくさんの住民
は熱い声援を送りました。
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■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
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2015．
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月
号
　
№
495

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

講師 （ 通訳あり）

事前申込
＆お問い合わせ

「 徳之島の将来の医療・

福祉を考える会」

（ 担当 ：政木）

☎ 82―1111（ 内線 134）

E-mail:tatuyam@
tokunoshima-town.org

※当日予約も可能ですが
参加者数把握のため
事前申込にご協力下さい。


